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経済産業省 製造産業局 産業機械課長 玉井 優子

平成３１年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上
げます。

我が国経済は、安倍政権発足から６年でのさま
ざまな改革や金融・財政政策によって名目GDP
は５４兆円増加、正社員の有効求人倍率は１倍を超
え、２％程度の高水準の賃上げが５年連続で実現す
るなど、着実に成長軌道に乗りつつあります。

こうした中、ロボットやAI、IoT技術の登場
により、新たな付加価値や製品・サービスが生ま
れるなど、企業を取り巻く競争環境は劇的に変化
しています。
第４次産業革命時代に、日本が勝ち残り、世界
をリードしていくためには、さまざまな業種や企
業、人、機械、データなどが繋がる「Connected
Industries」の実現が重要な鍵となります。この
コンセプトは、データを介して、さまざまな繋が
りが生まれることで、新たな産業や付加価値の創
出、社会課題の解決につなげていくものです。日
本の強みはものづくりの現場にある、といわれま
すが、日本の製造業は深刻な人手不足に直面して
います。こうした現場に、ロボットやAI、IoT
などの技術を導入することで、人材育成や技能の
伝承などを実現していく必要があります。

また、アジアを中心とする新興国の成長を取り
込み、日本の優れた技術を世界に展開していくこ
とも重要な課題です。そのため、最先端のインフ
ラシステム輸出や国内外の企業の連携などによる
海外展開を後押しすべく、関係部署とも連携しな
がら、海外進出のための環境整備などを積極的に
実施してまいります。

こうした取り組みに加え、中小企業の取引条件
を改善し、サプライチェーン全体で付加価値を生

み出す取り組みも不可欠です。産業機械業界では、
業種別の自主行動計画が策定され、着実に取引適
正化の取り組みが進んできています。発注側、受
注側双方の理解、協力を進め、企業間取引が
『Win-Win』の関係となるよう、引き続き、下請
取引適正化を産業界全体で進めていただきたいと
思います。

福島の復興は、経済産業省の最重要課題です。
経済産業省では、福島県とともに、「福島イノベー
ション・コースト構想」の中核となるロボットテ
ストフィールドの整備などに取り組んでいます。
ロボットテストフィールドは、試験飛行や実証実
験を行える場です。来年３月に全面開所予定であ
り、ワールドロボットサミット２０２０も開催予定で
す。産学官の関係者に広く活用いただきたいと思
います。

本年１０月には消費税率引き上げが予定されてお
り、増税後の反動減も懸念されているところです
が、こうした影響によって景気の腰折れやデフレ
脱却に向けたチャンスを逃してはなりません。そ
のため、経済産業省では各種支援策を通じて、国
内景気の下支えや、果敢にチャレンジする企業を
応援してまいります。

これからも皆様の現場の生の声をお伺いし、そ
れを産業政策に生かしていきたいと考えておりま
す。何かお困りごとやご提案などがございました
ら、どうぞお気軽にお声を掛けてください。

最後になりましたが、本年は、新しい元号が
スタートする節目の年でございます。本年が、皆
様方にとって更なる飛躍の１年となりますよう
祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただき
ます。


